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＊「遠藤れい子の県政だより」は、政務活動費を活用して発行しています。 

旧年中は、大きなご支援をいただき、本当にありがとうございました。 

今年もみなさんの願い実現へ全力でがんばります 

昨年12月定例会（12/3～20）の連合委員会（12/16）質疑の要旨をお知らせいたします。 

【

遠

藤

れ

い

子

県

議

】

 

 

医

師

偏

在

指

標

を

み

る

と

、

新

潟

県

は

全

国

最

下

位

ク

ラ

ス

と

い

う

深

刻

な

医

師

不

足

を

抱

え

て

い

ま

す

。

 

 

い

ま

、

医

学

部

入

学

者

の

三

分

の

一

を

女

性

が

占

め

て

お

り

、

医

師

確

保

の

た

め

に

も

女

性

医

師

の

働

く

環

境

を

整

え

る

こ

と

が

重

要

で

は

な

い

か

と

考

え

ま

す

が

、

知

事

の

所

見

を

伺

い

ま

す

。

 

【

花

角

知

事

】

 

 

今

後

も

増

加

し

て

い

く

こ

と

が

予

想

さ

れ

る

女

性

医

師

が

、

仕

事

を

つ

づ

け

な

が

ら

、

安

心

し

て

妊

娠

・

出

産

・

育

児

等

を

お

こ

な

え

る

環

境

を

整

備

す

る

こ

と

は

、

医

師

確

保

に

お

い

て

重

要

で

あ

る

と

考

え

て

お

り

ま

す

。

 

 

県

と

い

た

し

ま

し

て

は

、

女

性

医

師

に

と

っ

て

働

き

や

す

い

環

境

の

整

備

に

む

け

、

県

医

師

会

等

と

連

携

し

、

復

職

支

援

や

病

院

管

理

者

へ

の

意

識

啓

発

等

に

と

り

く

み

女

性

医

師

の

確

保

・

定

着

を

図

っ

て

ま

い

り

ま

す

。

 

【

遠

藤

県

議

】

 

 

県

立

病

院

に

お

い

て

、

大

学

病

院

の

医

局

か

ら

派

遣

さ

れ

て

い

る

若

い

女

性

医

師

は

、

妊

娠

・

出

産

の

際

に

、

非

正

規

雇

用

で

あ

る

こ

と

か

ら

、

育

児

休

暇

な

ど

の

育

児

支

援

制

度

が

得

ら

れ

な

い

問

題

が

あ

り

ま

す

。

 

 

県

と

し

て

、

育

児

支

援

制

度

の

弾

力

的

な

運

営

を

し

て

い

た

だ

き

た

い

と

考

え

ま

す

が

、

い

か

が

で

し

ょ

う

か

。

 

【

花

角

知

事

】

 

 

例

え

ば

、

新

潟

大

学

の

人

事

ロ

ー

テ

ー

シ

ョ

ン

に

よ

り

短

期

派

遣

さ

れ

る

医

師

に

つ

い

て

は

、

仮

に

妊

娠

・

出

産

す

る

こ

と

に

な

っ

た

場

合

、

大

学

と

の

調

整

の

う

え

、

離

職

す

る

こ

と

な

く

キ

ャ

リ

ア

形

成

で

き

る

よ

う

弾

力

的

な

運

用

を

し

て

い

き

た

い

と

考

え

て

お

り

ま

す

。

 

 

ま

た

四

月

か

ら

会

計

年

度

任

用

職

員

制

度

に

お

い

て

、

産

前

産

後

休

暇

や

育

児

時

間

休

暇

の

取

得

が

可

能

と

な

る

な

ど

、

改

善

を

図

る

こ

と

と

し

て

お

り

ま

す

。

 

【

遠

藤

れ

い

子

県

議

】

 

 

「

県

地

域

医

療

構

想

」

で

は

、

２

０

２

５

年

の

必

要

病

床

数

が

２

０

１

４

年

よ

り

３

千

５

百

９

６

床

も

減

少

す

る

計

画

で

す

。

そ

の

一

方

で

在

宅

医

療

は

５

千

６

百

７

９

人

分

増

え

る

と

し

て

い

ま

す

が

、

訪

問

診

療

を

行

う

診

療

所

数

は

、

逆

に

減

少

し

て

い

ま

す

。

在

宅

医

療

に

も

っ

と

力

を

注

ぐ

べ

き

で

は

あ

り

ま

せ

ん

か

。

 

【

花

角

知

事

】

 

 

在

宅

医

療

は

、

各

地

域

の

実

情

に

合

わ

せ

て

取

り

組

ん

で

い

く

こ

と

が

重

要

で

あ

り

、

在

宅

医

療

推

進

セ

ン

タ

ー

の

運

営

を

支

援

す

る

な

ど

、

一

層

の

充

実

を

図

っ

て

ま

い

り

ま

す

。

 

医

師

不

足

を

解

消

す

る

た

め

に

も 

女

性

医

師

の

労

働

環

境

の

改

善

を 

「地域医療構想」…不足している病床を拡充し 

▲アオーレ長岡のイルミネーション 

若い女性医師と懇談しました。 

【

遠

藤

れ

い

子

県

議

】

 

 

魚

沼

医

療

圏

域

や

上

越

圏

域

か

ら

は

、

回

復

期

・

慢

性

期

の

患

者

さ

ん

が

、

群

馬

県

や

富

山

県

に

流

出

し

て

い

ま

す

。

回

復

期

・

慢

性

期

の

病

床

は

、

削

減

で

は

な

く

一

層

の

充

実

が

必

要

で

は

あ

り

ま

せ

ん

か

。

 

【

花

角

知

事

】

 

 

回

復

期

や

慢

性

期

の

医

療

提

供

体

制

は

、

在

宅

医

療

と

一

体

的

に

考

え

て

い

く

必

要

が

あ

り

ま

す

。

地

域

で

必

要

と

さ

れ

る

持

続

可

能

な

医

療

提

供

体

制

の

確

保

に

向

け

、

「

地

域

医

療

構

想

調

整

会

議

」

の

場

な

ど

で

丁

寧

な

議

論

を

し

て

ま

い

り

ま

す

。

 



双葉郡 

いわき市など 
福島県を視察してまいりました 

福島被災地、視察日程 

＜11月12日＞ 

13:00 いわき市「らら・ミュウ」 

    津波映像記録など視察 

14:00 江名・豊間・薄磯など被災地区 

15:00 台風19号被災地視察、平窪地区 

17:00 宿舎着 

＜11月13日＞ 

10:00 広野町、Ｊビレッジ 

10:30 富岡町、帰還困難地区 

11:00 双葉町、大熊地区 

12:30 楢葉町、宝鏡寺（昼食と講話） 

16:30 帰途へ 

 

昨

年

十

一

月

十

二

～

十

三

日

、

遠

藤

れ

い

子

県

議

は

、

竹

島

元

県

議

ら

と

と

も

に

、

福

島

原

発

事

故

被

災

地

や

台

風

１

９

号

被

災

地

を

視

察

。

 

 

「

帰

還

困

難

区

域

」

な

ど

、

双

葉

郡

内

の

各

町

村

と

、

甚

大

な

水

害

に

襲

わ

れ

た

い

わ

き

市

な

ど

を

訪

れ

ま

し

た

。

 

地

震

・

津

波

に

加

え

、

原

発

災

害
 

遠

い

復

興

の

道

の

り

を

実

感

 

 

「

こ

の

先

、

帰

還

困

難

区

域

に

つ

き

通

行

止

め

」

の

看

板

と

フ

ェ

ン

ス

、

３

・

１

１

で

時

間

が

止

ま

っ

た

か

の

よ

う

な

冨

岡

第

２

中

学

校

な

ど

を

見

て

、

遠

い

復

興

の

道

の

り

を

痛

感

。

 

 

東

京

電

力

の

「

廃

炉

記

念

館

」

で

は

事

故

の

「

反

省

」

を

示

す

展

示

。

し

か

し

、

楢

葉

町

の

宝

鏡

寺

で

、

早

川

住

職

の

講

話

や

市

民

訴

訟

の

伊

藤

原

告

団

長

の

お

話

を

伺

っ

て

、

「

同

じ

こ

と

が

新

潟

で

起

き

た

ら

･
･
･

」

と

、

真

剣

に

考

え

る

貴

重

な

機

会

と

な

り

ま

し

た

。

 

「らら・ミュウ」の津波アーカイブ → 

 ▼３．１１のままの冨岡第2中学校 

宝鏡寺で学習と講話 

桜並木と帰還困難区域の境界線 

福祉団体のみなさんと 

「医療費助成を守れ」と要望 

 １２月２日、「県生活と健康を守る会」や「視覚障

害者友好協議会」「共同作業所連絡会」「県精神障害

者家族会連合会」「全国パーキンソン病友の会県支

部」など、県内の福祉関係の１０団体の代表者が集ま

り、代表の大沢弁護士が要望書を手渡しました。 

 遠藤県議も同席するもとで、参加者は「県障害者医

療費助成制度をなくさないで」「安心して医療を受け

られる環境を守って」と、切実な願いを訴えました。 

 対応した土田・福祉保健

課長は、「みなさんの声は

受けとめさせていただい

た」と答えました。 

廃炉記念館で防護マスクを試着 

「

新

潟

県

行

財

政

改

革

行

動

計

画

」

に

よ

る

歳

入

確

保

の

た

め

に

、

使

用

料

・

手

数

料

値

上

げ

の

条

例

改

定

は

反

対

で

す

。

 

県

立

病

院

付

属

看

学

の

授

業

料

を

年

１

９

万

円

に

１

４

％

も

値

上

げ

し

、

職

業

能

力

開

発

校

の

受

講

料

は

１

３

％

～

２

０

％

値

上

げ

、

農

業

大

学

校

の

寄

宿

料

を

有

料

化

、

車

庫

証

明

の

手

数

料

値

上

げ

、

少

年

自

然

の

家

や

生

涯

学

習

セ

ン

タ

ー

な

ど

の

使

用

料

値

上

げ

も

含

ま

れ

ま

す

。

 

す

で

に

１

０

月

か

ら

、

各

種

の

使

用

料

手

数

料

に

消

費

税

増

税

分

が

上

乗

せ

さ

れ

そ

の

上

に

今

回

の

改

定

で

あ

り

、

景

気

動

向

も

失

速

す

る

も

と

で

、

さ

ら

な

る

県

民

負

担

増

な

ど

、

許

さ

れ

ま

せ

ん

。

 

「

行

財

政

改

革

行

動

計

画

」

自

体

、

理

解

が

得

ら

れ

た

と

は

言

え

ま

せ

ん

。

 

パ

ブ

リ

ッ

ク

コ

メ

ン

ト

で

も

、

拙

速

な

結

論

に

異

を

と

な

え

、

県

民

参

加

で

も

っ

と

時

間

を

か

け

て

議

論

を

行

い

、

財

政

悪

化

の

真

の

要

因

と

責

任

を

明

確

に

す

べ

き

と

の

意

見

が

寄

せ

ら

れ

て

い

ま

す

。

 

私

は

、

長

年

に

わ

た

る

過

大

な

公

共

事

業

と

借

金

財

政

、

そ

れ

に

依

存

す

る

ゆ

が

ん

だ

産

業

構

造

、

国

の

地

方

交

付

税

大

幅

削

減

、

雇

用

破

壊

と

若

者

の

流

出

、

「

平

成

の

大

合

併

」

後

の

地

域

の

疲

弊

、

農

業

の

衰

退

な

ど

、

様

々

な

要

因

が

重

な

り

合

っ

て

い

る

と

考

え

ま

す

。

 

「

歳

入

の

確

保

策

」

は

、

県

民

サ

ー

ビ

ス

削

減

・

負

担

増

で

お

こ

な

う

べ

き

で

な

い

と

強

く

主

張

し

て

、

討

論

と

し

ま

す

。

 

県

民

負

担

を

増

や

す

条

例

改

定

に

反

対

 

遠

藤

れ

い

子

県

議

が

反

対

討

論

 
 

（

賛

成

多

数

で

可

決

）

 


